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村
青
年
團
議
會
選
墾
開
票

　
　
　
　
　
　
’
無
効
投
票
砂
多
き
に
遺
憾

い
ろ
い
ろ
の
波
乱
を
生
，
ん
で
い
ろ
い
ろ
　
ら
頑
張
つ
て
去
る
七
月
二
十
五
日
、
議

の
研
究
を
し
て
一
ヶ
月
有
余
隔
地
方
自
　
会
團
長
一
名
と
議
員
二
十
二
名
の
選
墨

治
法
に
則
り
選
畢
告
示
も
し
、
そ
の
他
を
終
了
し
た
。
一
部
に
は
い
ろ
く
の

各
種
の
法
規
に
基
い
て
こ
の
青
年
團
議
　
事
務
上
の
齪
齢
も
あ
つ
た
が
、
事
務
局

会
事
務
局
は
青
年
團
長
を
始
め
村
青
年
　
も
選
畢
管
理
委
員
会
も
、
叉
各
支
部
も

團
選
畢
管
理
委
員
長
以
下
事
務
從
事
者
．
始
め
て
の
事
業
で
あ
る
か
ら
、
お
互
い

は
心
時
は
、
そ
の
推
移
に
円
滑
な
る
業
　
に
大
き
ね
見
地
か
ら
し
て
御
悔
容
し
て

務
の
途
行
を
期
せ
ん
も
の
と
夜
の
黄
色
　
ほ
し
い
。
　
、
開
票
の
結
果
当
選
者
と
次

い
チ
ヨ
ウ
チ
ヨ
ゥ
蛾
に
悩
ま
さ
れ
な
．
が
ド
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
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◎
議
会
團
長

　
、
柳
修
李
菅
刈
’
二
九
〇
票

　
次
点
　
松
山
壇
次
犬
伏
二
五
二
票

◎
村
團
議
会
議
員

若鈴小・關小．武中若柳若山宮市山
殊山．谷鷺・駿．月・、盤聾岸
長　秀　文、四三　昌．徐一喜太丈

栄等次忠雄郎九清次吉郎李郎孔
蓬松桐松全千清海孟蓬木下池片
　　　　　．、　さ・　　の，掴
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五
九
票

五
七
〃
、

五
ご
7

五
一
〃

五
γ
〃

四
九
〃

四
七
〃

四
七
〃
。

堅
ラ
、

四
三
〃

四
二
μ

四
二
〃

四
一

〃

三
九
〃
、

高
橋
正
司
　
田
　
沢

賀
・
金
松
、
小
荒
戸

柳
、
作
藏
千
年

相
沢
義
則
松
代

室
岡
辰
男
　
池
　
尻

，
關
谷
　
勝
　
松
代

關
谷
吉
太
郎
　
菅
　
刈

關
谷
武
市
ー
〃

次
点
　
五
十
嵐
伊
勢
松

三
七
〃

三
七
〃
・

ご
二
〃

三
一
〃

二
九
〃

二
〇
〃
ド

一
三
〃

　
八
〃

五
票

当
選
暴
管
理
委
員
会
で
は
当
選
告
示
を

な
す
と
共
に
当
選
者
に
当
選
証
書
を
逡

杜
し
、
る
の
他
こ
、
の
選
畢
事
務
の
整
理

を
完
了
し
た
が
、
議
会
事
務
局
と
し
て

は
新
園
長
と
再
三
再
四
協
議
の
上
こ
の

本
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
目
下
こ
の
酷

r
暑
と
斗
い
乍
ら
研
究
中
で
み
る
㌔

凶
議
会
柳
新
圏
長
よ
り
の
招
集
通
知
の
発

途
さ
れ
る
の
は
八
月
十
五
日
以
降
と
な

る
兄
込
み
で
あ
、
る
。

馬
の
傳
ぜ
ん
性
ひ
ん
血
検
査
實
施

　
　
　
全
村
が
全
馬
、
受
け
な
砂
れ
ば
噸
修
ぬ

最
近
馬
の
傳
染
性
貧
血
の
浸
潤
が
予
想
さ

れ
る
の
で
左
記
日
割
に
よ
り
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
楡
査
は
防
疫
上
全
馬
の
検
査
を
必
要

と
し
ま
す
か
ら
、
、
検
査
も
れ
の
な
い
よ
う

正
当
の
理
由
な
く
検
査
を
受
け
な
い
場
合

は
家
畜
傅
染
病
予
防
法
第
二
六
條
第
四
項
．

に
よ
っ
て
罰
ゼ
ら
れ
ま
す
。

◎
本
槍
診
は
、
生
後
一
ヶ
月
以
上
の
全
馬
に

　
つ
い
て
行
う
。
．

◎
検
診
料
手
数
料
と
し
て
一
頭
に
つ
き
、

◎
日
程

　
八
月
二
十
四
日
　
午
前
十
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
三
時
ま
で

◎
揚
　
所
　
　
松
代
村
縣
人
工
授
精
所
前

一
五
＋
円
を
納
入
す
る
，

和
牛
品
評
会
を
顧
み

本
郡
の
藩
産
振
興
と
和
牛
の
増
殖
並
資
質
，

の
改
善
を
目
的
と
す
る
生
産
連
東
頸
城
郡

支
部
主
催
の
改
良
和
牛
品
評
会
は
七
月
二

十
六
日
本
村
で
開
催
さ
れ
当
日
の
出
揚
頭

数
は
東
部
五
ケ
村
で
四
十
四
頭
、
そ
の
中

松
代
村
か
ら
の
出
揚
頭
数
は
十
五
頭
で
あ

っ
た
が
審
査
の
結
果
は
思
．
わ
し
く
な
く
、

一
、
二
等
は
浦
田
村
山
黍
村
に
占
め
ら
れ
．

三
、
四
等
（
三
等
五
点
、
四
等
一
二
点
）

に
各
二
頭
宛
入
賞
し
た
y
け
で
誠
に
残
念

で
し
た
が
今
同
出
場
ぜ
る
和
牛
は
昨
年
に

比
較
し
て
一
般
に
資
質
の
向
上
が
目
立
ち
・

入
賞
牛
は
勿
論
選
外
の
も
の
も
そ
の
差
は

到
つ
て
僅
少
で
あ
る
か
ち
本
村
の
場
合
も

決
し
て
悲
観
す
べ
き
で
な
く
今
後
の
努
力

如
何
に
よ
つ
て
は
東
部
は
も
と
よ
り
、
郡

一
位
の
栄
冠
を
獲
得
す
惹
日
も
近
い
こ
と

㌧
思
わ
れ
ま
す
。

牛
の
改
良
は
一
に
種
牡
牛
に
よ
つ
て
左
右

さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
幸
い
昨

年
来
当
村
農
協
組
が
亘
額
の
経
費
を
投
じ

て
育
成
中
の
人
工
用
種
牡
牛
が
縣
下
に
稀

な
牡
牛
本
登
録
の
候
補
に
畢
げ
ら
れ
た
こ

亀
～
き
～
く
…
～
7
《
｝
～
ミ
ミ

て

と
は
誠
に
喜
ば
し
ぐ
こ
の
牡
牛
を
基
礎
と

七
更
に
改
良
を
加
え
て
山
間
地
向
の
足
が

強
《
て
螢
役
に
耐
え
乳
量
が
増
し
て
哺
乳

用
以
外
に
一
部
飼
育
者
の
飲
料
と
な
り
肉

付
き
も
よ
い
役
肉
乳
兼
用
の
改
良
和
牛
を

つ
く
り
上
げ
る
様
一
段
と
努
力
し
い
た
ず

き
た
い
。
　
伺
当
日
本
村
で
入
賞
せ
る
も

の
は
左
記
の
通
ザ

　
三
　
等
片
桐
山
斎
　
藤
　
力
、
與

　
〃
　
．
菅
刈
柳
。
喜
三
次

　
四
等
犬
．
伏
－
山
本
傳
次
－
郎

　
〃
　
松
代
村
山
卯
三
郎

◎
小
学
校
同
窓
会

　
八
月
十
五
日
・
　
松
代
小
学
校
同
窓
会

◎
松
代
光
風
婦
人
会

　
二
十
日
（
予
定
）
・
料
理
講
習

　
　
　
講
師
．
・
十
日
町
　
西
潟
栄
養
士

◎
例
祭

　
二
十
七
日

　
　
　
諏
訪
神
祉
寄
角
力
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
p
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｝

岬

盒
踊
り
近
づ
く
　
　
　
　
、

假
装
大
会
關
鰍
子
供
賞
あ
り

ひ
ぐ
も
し
の
鳴
き
方
が
例
年
よ
り
早
い

ポ
う
だ
と
思
つ
て
い
た
が
も
う
お
盆
…

地
元
松
代
青
年
團
で
は
例
年
に
準
じ
て

十
五
町
夜
か
ら
行
わ
れ
る
盆
踊
り
に
つ

い
て
い
ろ
く
と
計
画
ど
準
備
を
進
め

て
い
る
。

そ
の
一
－
つ
に
假
装
大
会
が
実
施
さ
れ
る

　
　
個
人
五
等
位
ま
で

　
　
團
体
三
等
位
ま
で

子
供
賞
に
も
個
人
、
團
体
と
選
衡
す
る

二
と
に
な
っ
て
い
る
が
大
体
昨
年
の
通

り
で
あ
る
ら
し
い
。

奮

9
●
霜
醤
巳
〇
一
■
巴
○
橿
●
自
剛
■
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『

獣語陣軽■．一
日

〃　四　〃
　　　　日

七
日

未
定

松
代
u
松
之
山
高
校
対
抗

　
　
プ
　
　
　
ロ

　
於
松
中
グ
ラ
ン
ド

松
中
チ
ー
ム
十
日
町
へ
遠
「
雇

松
代
u
門
出
中
単
校
対
抗

松
代
H
松
之
山
一
般
対
抗

　
於
松
中
グ
ラ
、
ソ
ド

，
松
代
n
室
野
中
学
校
対
抗
野
球

及
バ
レ
ー
大
会

　
於
松
中
グ
ラ
ン
ド

東
部
五
ケ
村
中
学
校
野
球
大
会

及
び
バ
レ
ー
大
会

o
●
　
●
●
●
　
●
　
●
　
り
　
●
●
　
●
り
●
●
　
●
●
■
●
　
●
　
●
●
●
●
　
●
◎
●
●

二
～
四
日
　
本
年
度
中
学
校
卒
業
生
の

　
　
　
適
職
検
査
（
高
田
職
業
安
定
所

　
　
　
よ
り
係
官
來
村
）
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柄
疇
聡
鵡
綻
越
後
蜀
鶏
展
覧
会

　
　
　
　
　
　
　
文
部
省
指
定
天
然
記
念
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
蜀
鶉
研
究
、
会

私
共
の
租
先
が
数
百
年
釆
心
血
を
そ

、
い
で
作
毘
し
た
全
日
本
、
否
世
界

に
誇
る
郷
土
の
，
天
然
記
念
物
そ
れ
は

蜀
鶏
で
ぬ
り
ま
す
。

本
種
は
明
治
初
年
頃
に
は
最
も
普
通
．

に
飼
育
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
当
上
越

地
方
で
は
柴
鳥
叉
は
地
鳥
と
さ
え
呼

ん
で
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

其
の
後
外
來
鶏
の
普
及
七
つ
れ
ま
し

て
本
種
の
飼
育
も
亦
漸
次
逸
減
の
一

・
途
を
辿
っ
て
來
た
の
で
あ
ザ
ま
す
が

－
少
敷
乍
ら
縣
下
各
地
に
熱
心
な
愛
好

　
者
が
あ
り
、
を
の
努
ガ
に
よ
り
ま
し

，
て
，
今
日
ま
で
連
綿
と
傳
わ
り
、
我
が

　
　
　
ノ

国
三
鳴
鶏
の
一
つ
と
し
て
廣
汝
内
外

に
知
ら
魚
て
來
て
い
ξ
の
で
あ
り
ま
”

す
。
．
，

　
か
ぐ
て
昭
和
十
四
年
九
月
に
は
文
部

　
省
か
ら
本
縣
の
天
然
記
念
物
と
し
て

　
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
翌
昭
和
十
五
年
に
ば
東
京
で

　
第
一
同
．
全
日
本
鶏
展
覧
会
が
開
催
さ

　
れ
た
⑳
で
あ
り
ま
す
が
本
展
覧
会
に

　
於
で
当
地
の
小
野
島
昌
訓
氏
分
愛
鶏
．

　
は
最
優
勝
の
栄
冠
を
獲
得
し
、
そ
の

　
後
本
鶏
は
上
野
動
物
園
に
寄
購
せ
ら

　
れ
、
国
都
駕
於
て
郷
土
の
香
り
遇
筒

　
く
敷
年
間
鳴
き
績
け
、
又
そ
の
間
鳴

　
き
声
は
ラ
ジ
オ
に
よ
っ
て
全
国
に
響

　
い
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
当
地
の
蜀
鶏
に
關
す
る
二
、
三
，

　
　
サ

　
の
文
献
を
ひ
ろ
つ
て
み
ま
し
よ
う
。

一
、
開
催
趣
旨

　
◎
昭
和
十
四
年

　
　
　
新
潟
縣
史
績
名
勝
天
然
記
念
物
』

　
　
調
査
報
告
よ
り

　
　
　
筆
者
．
新
潟
縣
天
然
記
念
物
委
員

　
　
　
　
　
　
　
江
村
■
重
雄
氏

　
．
（
前
略
）
蜀
鶏
の
発
詳
地
は
信
越
国
境
，
f

　
　
の
虹
間
部
だ
と
云
い
傳
え
ら
れ
（
中

　
　
略
）
現
在
縣
下
に
於
て
飼
育
人
数
の

　
　
最
も
多
い
所
は
東
頸
城
郡
で
刈
羽
郡

　
　
が
之
に
次
ぐ
。
（
中
略
）
前
述
の
大
蜀

　
　
鶏
に
ば
黒
、
白
両
系
統
か
あ
っ
忙
が

　
　
鳴
蜀
鶏
龍
於
て
も
純
系
ガ
ら
嫁
往
々

　
　
白
色
の
個
俸
が
生
れ
る
こ
と
が
あ
乃

　
　
。
こ
の
小
野
島
系
白
蜀
鶏
は
数
十
年

　
　
前
に
現
わ
れ
現
在
で
嫁
完
全
忙
個
定

　
　
ざ
れ
．
て
ψ
る
。
（
後
略
）

　
　
◎
昭
和
二
十
四
年

　
　
　
全
日
本
家
禽
協
会
々
報
よ
り

　
　
　
筆
者
　
全
日
本
家
禽
協
会
々
長

　
　
　
　
　
　
　
加
藤
遜
後
氏

　
　
（
前
略
）
ト
ゥ
マ
ル
は
別
稿
の
如
く
原

　
　
産
地
は
信
越
国
境
の
山
岳
地
幣
で
あ

　
．
る
が
現
在
優
秀
鶏
が
西
蒲
原
郡
に
集

　
　
結
せ
ら
れ
た
か
の
観
あ
る
は
一
度
当

　
　
地
を
訪
れ
で
み
れ
ば
そ
の
こ
と
は
敢

　
　
え
て
不
思
議
と
す
る
幸
、
ろ
で
な
い

　
・
即
ち
ト
ウ
．
マ
ル
育
成
の
大
家
、
石
井
、

　
　
山
川
、
筒
井
、
徳
吉
の
諸
氏
が
経
験
深

　
　
き
技
能
と
歴
史
々
誇
ろ
に
反
し
、
原

　
　
産
地
た
る
山
岳
国
境
地
帯
に
は
小
野

　
’
島
茂
氏
が
孤
軍
奮
一
斗
す
る
だ
け
で
あ

　
　
ゐ
。
し
か
し
ト
ウ
マ
ル
は
矢
張
り
李

　
　
・
坦
地
よ
り
も
声
良
と
同
じ
く
山
岳
地

｝｝　

｝
｝｝ハ

｝
’

ハ

｝｝『｝一帰
9
｝

｝一｝｝

　
　
、
帯
に
き
、
忙
い
も
の
だ
。
束
頸
城
郡

　
　
の
小
野
鳥
氏
を
訪
れ
た
い
熱
望
は
残

　
　
雪
深
い
山
岳
地
方
へ
の
交
通
難
に
へ

　
　
き
え
き
し
て
遺
憾
乍
ら
次
の
機
会
鷺

　
　
譲
る
こ
と
、
し
た
梁
後
略
）

　
　
◎
昭
和
二
十
五
年

　
　
　
日
本
鶏
研
究
三
月
号
よ
り

　
　
　
筆
者
　
日
本
鶏
研
究
肚
々
長
■

　
　
　
　
　
　
　
小
　
穴
　
　
彪
氏

　
　
（
前
略
）
そ
し
て
我
国
砂
長
鳴
鶏
ば
或

　
　
い
は
悉
く
が
シ
ヨ
ウ
コ
グ
と
關
係
あ

　
　
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
、

　
　
様
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
確
か
な

　
　
箏
実
と
思
に
込
む
に
至
っ
た
の
厭
、

　
　
昭
和
十
二
年
七
月
一
日
新
潟
縣
東
頸

　
　
域
郡
Φ
山
の
中
雫
之
畜
長
鳴

　
　
ぎ
を
聞
い
た
時
か
ら
で
、
そ
の
時
私

　
　
は
我
国
に
於
け
る
長
鳴
鶏
の
長
鳴
ざ

　
　
は
こ
う
い
う
山
の
中
で
発
達
し
た
も

　
　
の
駕
違
い
な
い
こ
玄
中
略
義
周
の

　
　
長
鳴
鶏
に
關
す
る
凡
て
の
不
可
解
な

　
　
問
題
か
ら
忽
ち
解
決
さ
れ
る
こ
と
に

　
　
・
思
い
至
っ
忙
の
で
あ
る
。
（
後
略
）
・

　
　
郷
土
の
此
の
搬
な
蜀
鶏
略
カ
レ
．
ツ
な

　
　
戦
争
に
よ
り
ま
し
て
再
び
絶
滅
の
危

　
　
機
に
ひ
ん
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
幸
、
，

　
　
い
当
地
の
熱
心
な
愛
好
家
に
ょ
り
ま

　
　
し
，
て
優
秀
鶏
の
血
統
を
傳
え
る
こ
と

　
　
が
出
来
沸
そ
し
て
昨
今
に
至
り
ま
し
、

　
　
て
は
飛
躍
的
に
増
殖
せ
ら
れ
且
又
資
『

　
　
質
も
逐
次
向
上
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

　
　
ば
誠
に
喜
ば
し
い
次
第
で
あ
り
ま
す
『

　
　
全
国
各
地
の
同
好
者
か
ら
当
地
の
優

　
　
秀
鶏
に
殺
到
し
て
い
る
こ
と
は
周
知

　
　
の
事
実
で
あ
り
ま
す
が
、
最
近
に
至

　
　
り
ま
し
て
私
共
の
多
年
宿
望
で
あ
り

　
　
ま
し
た
こ
の
郷
土
天
然
記
念
物
が
遙

　
　
か
に
海
を
越
え
て
海
外
に
楡
出
，
さ
れ

　
戸 」

る
機
に
漸
く
軌
道
に
の
り
か
け
て
來

た
の
で
あ
り
ま
す
。

邸
ち
先
日
、
全
日
本
家
禽
協
会
長
加

藤
氏
と
米
国
の
オ
ハ
イ
．
ヤ
洲
シ
》
ン
・

、
ナ
ヲ
市
ナ
シ
ウ
ナ
ル
｝
レ
ー
ダ
ス
日

本
代
理
店
と
の
間
に
輸
出
に
關
す
る

打
合
せ
を
終
り
至
急
積
出
し
す
ぺ
き

羽
数
の
調
査
が
始
め
分
れ
て
來
て
い

　る

の
で
あ
り
ま
す
。

時
、
恰
も
本
種
の
天
然
記
念
物
指
定

．
十
週
年
記
念
に
当
り
ま
し
て
当
原
産

，
地
七
於
て
展
覧
会
を
開
催
す
る
は
誠

　
に
意
義
深
い
処
で
あ
ゆ
ま
す
。
・

．
飼
育
者
は
勿
論
の
こ
と
郷
土
の
皆
様

　
一
人
残
ち
す
こ
の
海
を
渡
る
奉
和
の

使
節
、
そ
レ
て
世
界
的
郷
土
天
然
記

　
念
物
の
向
上
の
爲
艦
郷
土
の
名
声
乏

　
発
展
の
爲
に
こ
ぞ
つ
て
御
後
援
あ
ら

　
ん
こ
と
を
切
に
希
望
し
て
や
ま
な
い

　
も
の
で
あ
り
ま
す
。

二
、
嗣
催
期
日

　
八
月
二
十
六
、
二
十
七
日
（
二
日
間
）

三
、
開
催
場
斯

　
　
東
頸
城
郡
松
代
村
松
代
公
民
館

四
、
出
品
要
領

　
ω
蜀
鶏
種
一
番
又
は
雄
一
羽
を
一
点

　
　
と
し
一
点
以
上
制
限
な
し

　
働
出
品
料
　
一
点
に
付
一
〇
ハ
）
円

　
⑥
申
込
期
限
八
月
十
五
日
ま
で

　
働
会
場
に
於
て
雛
斡
旋
売
買
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

，
五
、
出
品
鶏
　
搬
入
　
八
月
二
十
六
日
午
前
　
剛

　
　
　
　
　
　
搬
出
　
八
月
二
十
七
日
午
後
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

．
六
、
・
審
査
並
褒
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
審
査
の
結
果
優
秀
な
も
の
慮
左
の
通
り
褒
賞
㎜

　
　
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
一
等
欄
点
、
二
等
二
点
、
三
等
五
点
、
　
　
㎜

　
，
他
に
参
加
賞
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
七
、
．
陳
列
用
籠
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
■
　
㎜

　
　
　
　
　
（
金
網
折
愚
或
一
ケ
約
二
五
〇
円
）
、
㎜

　
　
本
会
に
於
て
準
備
す
る
か
ら
必
要
な
も
の
は
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
申
込
ま
れ
た
い
　
　
愛
用
の
も
の
を
排
参
続
皿

　
　
用
す
る
も
差
支
え
な
い
　
　
』
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，
八
、
入
賞
鶏
は
全
国
展
出
品
並
輪
座
鶏
と
し
ヅ
、
一

舞
響
響
併
せ
て
奉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
十
、
展
覧
会
役
員
次
の
通
り
　
　
　
　
。
　
　
　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
蘭
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
　
　
宗
　
　
β
　
剛

会
長

副
会
長

〃
　
　
　
｛
、

『
審
査
長

審
査
員

　
〃

　
〃

　〃

庶
務
会
計

■
〃会

揚
係

　
〃

　
〃

　岡萬高矢鈴小柳－中村本本市柳
．村・羽橋代木野　島松山山川
　　　　　　島喜　　　　　宗
　公匡清金賢　ご弘四李租馬＿

　文公八城一茂次之郎治心藏郎
鱒掴解”柳』9圃凹脚腰碑鳳旧．マ負，．　＿網鵬齢顧瞬鴎鱒膚脚鴨鱒醐馴騨。網嗣闇■血“伽鵬9脚騨剛・囎劇喝“髄”晒鷹騨・9蝿“旧鵜齢・劉

きー

｛
ぐ
く
…
－
‘
～
～
ミ
多
ミ
、
》

　
　
　
　
』
－
し
◎
村
青
年
團
八
月
行
事
ー
，

十
五
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
盆
踊
り
假
装
大
会

鴛
並
討
論
郡
選
掌
選
套
．
…
二
古
崖
．
（
未
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
日
・
　
　
　
　
、
　
　
．
－
．
　
一
　
松
代
村
青
年
團
議
会

　
卓
球
郡
選
出
予
選
大
会
（
都
合
に
よ
｝
日
程
未
定

　
り
日
程
墾
更
に
奪
る
や
も
知
れ
ぬ
）
…
　
料
理
離
習
（
光
風
婦
人
会
乏
は
別
個
に
）

十
五
日
夜
よ
ケ
盆
踊
り
期
間
中
　
　
　
｝

　　　　　　●　　　　　9●　　　　　脚　　　　　野　　　　四し　　　　剛　　　”●　　　●σ■　　　■留　　岡　　，●　　ロ』●鼻　o■■『』餌　■喝憶o嶺騨



第38号聞新舘民公代
、
、
‘
ノ
鴨
く
く
！
～
》

農
業
協
同
組
合
役
員
選
墨
迫
る

お
盆
と
言
う
と
、
一
年
お
き
に
農
協
役

員
改
選
の
月
で
あ
る
。
現
在
役
員
は

一
昨
年
九
月
一
、
旦
新
任
し
て
以
來
満

ニ
ケ
年
八
月
三
十
一
日
を
以
つ
て
任

期
が
満
了
す
る
わ
け
，
で
あ
る
。

農
協
で
は
今
同
選
畢
公
告
を
印
刷
配

布
し
た
が
特
に
此
の
度
は
先
般
の
総

本
縣
知
事

会
の
申
合
せ
に
從
っ
て
到
着
順
に
投

票
す
る
こ
と
や
組
合
員
と
同
一
家
庭

内
に
あ
る
成
年
者
に
限
っ
て
代
理
投

票
を
認
め
る
等
異
例
の
選
畢
で
あ
る

こ
れ
ら
は
選
畢
会
場
が
村
内
一
ケ
所

に
限
ら
れ
遠
隔
部
落
の
棄
権
防
止
が

主
眼
で
あ
る
。

選
畢
は
八
丹
二
十
日
松
代
公
民
館
で
行

わ
れ
る
。

農
協
設
定
以
未
満
三
年
目
各
地
に
事
業

の
行
づ
ま
り
か
ら
解
散
叉
は
事
業
停
止

欣
態
に
陥
つ
て
居
ゐ
も
の
が
縷
出
し
て

い
る
本
村
農
業
蓮
動
主
体
と
な
る
役
員

は
力
量
手
腕
を
兼
備
ル
眞
に
農
民
の
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

表
と
し
て
農
協
育
成
に
獄
身
的
努
力
を

お
し
ま
鳳
人
を
選
出
ル
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

㎜
下
の
日
程
に
よ
っ
て
村
内
、
致
…

㎜
。
育
、
土
木
、
衛
生
、
勧
業
そ
の
伽

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
他
全
般
を
覗
察
の
た
め
來
郡
す
…
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
．

㎜
ξ
旨
通
知
が
あ
っ
た
。
　
　
　
…
七
月
十
七
日
…
山
李
小
学
稜
着
…
午
后
三
時
牛
…

㎜
本
村
内
黎
の
細
欝
画
に
乳
．
　
…
．
同
所
瀦
午
茜
時
黒

㎜
，
い
て
は
目
下
謹
中
．
知
事
覗
…
　
「
，
㎜
松
密
ホ
瀞
…
態
五
塁
…

，
㎜
察
の
日
程
表
は
次
の
通
り
・
　
…
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
届

㎜
　
．
　
　
七
月
十
八
同
　
松
之
山
、
奴
奈
川
、
大
島
　
　
　
　
〃
　
二
十
旦
　
牧

㎜
　
　
〃
十
九
日
旭
村
、
安
塚
地
方
事
務
所
　
　
〃
二
十
一
日
直

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菱
里
村
、
下
倉
保
村

松
Iu一σ9甲lo璽一■

村
内
事
情
蜆
察
の
た
め
來
村

　
月
日
　
…
．
発
響
．
着
．
地
…
予
定
時
刻
…
経
過
地
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
繭
松
代
村
役
揚
着
…
午
前
十
一
時
…
．
十
同
町
．
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
“
”
　
同
、
所
　
発
…
午
后
三
時
　
㎜
　
よ
り
…。の・●●●●●楠σ6。・。・60，・。・・O・・●．●い．●●

会村午．沿座資覗

　
　
　
村
．

江
　
津
　
発

午
后
六
時
ど
八
時

村
長
（
議
長
）
座
談

会
．
，
宿
，
ノ
泊

（1950年）8月
9－oo．撃80．質．08，9．．8■o．，88●■一，．8，80，0・■■■●●●●●9層o夢■●8蓼■蓼●D●●8，■roo8■麟9．8●一巳8，一．．

來
る
八
月
十
一
，
二
の
両
日
間
に
亘
り
本
村
内
資
源
開
発
調
査
の
た
め
縣
資

源
課
倣
山
技
手
が
來
村
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
当
局
は
關
係

部
落
へ
連
絡
し
、
こ
れ
が
調
査
の
万
全
を
期
す
る
た
防
目
下
準
備
中
で
あ
る

　
、
，
◎
村
の
人
n
の
動
き
　
・
（
八
月
百
）
碗
在

年
㎜
◎
戸
籍
上
入
口

5
川

2
…口

…
　
　
　
　
男

ネ
　昭

…
　
　
　
女

鋤
㎜
◎
現
住
人
口

く
　
　
じ

　
　
㎜
，
　
　
　
男

（
九
、
　
二
二
五
名
）
り

四
、
四
八
七
名

四
“
六
四
八
名

（
七
、
．
四
〇
五
名
）

三
、
六
三
三
名

一
七
月
中
の

　
出
生

　
死
亡

　
婚
姻

女
　
　
三
、
七
七
二
名

　男男

八六七

　女女

　咽：二

郡
内
青
年
番
附
相
撲

　
市
の
川
出
揚
奮
職
す
、
。

　
　
　
応
え
ん
が
二
入
と
は

去
ξ
八
月
六
日
、
宝
台
寺
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
郡
内
青
年
番
付
相
撲
に

松
代
選
出
と
し
て
市
の
川
（
荒
川
屋

主
人
）
出
場
し
、
酷
暑
も
も
の
か
は

力
戦
奮
斗
、
三
役
の
取
組
ま
で
が
ん

ば
つ
た
。
そ
の
番
付
は
後
日
発
表
に
，

な
ろ
う
が
三
役
に
列
ぶ
こ
と
を
予
想

さ
れ
て
い
る
。
一
意
健
康
に
留
意
し

本
揚
所
の
一
段
と
奮
斗
せ
ら
れ
ん
こ

・
と
所
念
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

F
“

藺
民
舘
図
書
新
本
囚
埋
．

若
き
女
性
の
た
め
に

善
の
研
究

私
と
マ
ル
ク
シ
ズ
ム

統
計
の
作
り
方
と
使
い
方

月
本
農
村
の
肚
会
的
性
格

嬰
　
　
壁

人
間
模
様

曉
の
合
唱

何
処
へ

馬
車
物
語

’
ア
ン
ナ
●
カ
レ
ー
ニ
ナ

人
間
の
歴
史

キ
ユ
ヲ
ー
夫
人
傳

わ
れ
信
す

図
書
館
講
話
テ
キ
ス
ト

同
本
十
進
分
類
法
要
目
表

ペ
ト
ロ
・
ア
ル
ペ
著
、

　
　
　
若
き
世
代
に
興
う

マ
r
ク
ト
ウ
エ
ン
著

　
　
　
乞
　
食
王

ス
チ
プ
ン
ソ
ン
著

　
　
　
宝

ド
ス
．
ハ
ソ
ス
著

　
　
　
　
U
●
s
．

バ
ー
ネ
ツ
ト
著

　
　
　
小
　
公
　
子

　
　
泥
に
ま
み
れ
て

　
　
死
刑
囚
最
後
の
日

　
　
戦
孚
と
挙
和

　
　
若
き
人
間
像

　
　
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
郷
土

辣
者
と
死
者

　
　
大
L
地

　
　
復
　
　
活

忍
会
嚢
と
椅
か

　
ぼ

冨
璽
入
門

　
㎝

　
　
一
九
四
八
年

　
　
き
け
わ
だ
つ
み
の
．
声

　
ぬ

　
ロ
　
　
　
　
ゾ

　
㎜
文
部
大
臣
鈴
木
健
次
郎
著

　
｝　

剛
往
永
直
（
外
一
名
）

｛
　
唯
物
饗
饒
本

　
欄
　
ぬ

　
リ

　
ハ
谷
川
徹
三
　
（
外
）

　
ロ

　
㎜
　
　
　
対
立
を
超
え
て

　
馴

　
㎜

　
コ
　
コ

　
㎜

議
主
々
讐
下

　
り

　
ゆ

　
、
　
　
　
一
九
、

㎝“
卿
土
自
治
嚢
と
公
民
館

　
｝
（
雑
誌
）
　
図
書
館
協
会
発
行

　
　
　
読
書
相
談
　
六
、
七
月
号

子島

●
A

萩
原

二
〇
㍉
二
哺

高
校
教
科
書

徹
　
著

講
話
と
日
本

灘
丁
根
太
郎

女
の
顔

美
し
い
暦

、
何
処
へ

石
坂
洋
次
郎

躍秘

￥
姦

鑓
￥
田
喜
久
雄

，
鴛
』
蓄

永
井
荷
風
、
谷
崎
潤
一
郎
の

　
　
　
日
本
交
学
小
読
大
系

細
　
　
　
雪

一　
敏
養
と
文
化

㎜皿
ユ
ー
ゴ
著

ぼり

㎝
　
　
あ
よ
無
情

の㎜
｝
人
形
の
家

闘ハ　

腿
み
梨
非
製
石
馴
三

春
が
嘆
か
せ
た
花
、

日
本
目
録
規
則

多
｝
4
ヤ
’
餐
ン
｛
、
ど
‘
・
ぐ
4
‘
」
（
｝
C
～
き
～
塾
ン
《
，
｛
3
・
、
）
監
む
も
3
、
ケ
、
4
、
4
‘
§
ノ
茎
§
　
　
、
　
‘
．
～
～
～
く
〆
，
ζ
妻
1
　
　
…
ノ
し
～
』
ζ
｝
5
5
多
ノ
ヘ
’
も
》
髪
」
》
ノ
翼
」
》
多
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障
畢
8
…
3
。
：
蓑
重
≡
聾
、
翁
5
§
笥
象
薔
3
…
＝
亀
§
唇
壷
＝
§
§
§
賢
5
藷
2
8
零
8
累
製
5
謹
塗
雷
…
昌
塾
薯
≡
§
3
8
…
…
§
茎
§
冠
…
5
8
謬
…
§
零
§
重
5
曇
§
零
…
3
峯
3
§
。
響
…
署
一
遷
3
巳
3
3
零
…
3
§
3
藝
a
妻
3
目
8
§
§
3
亀
8
璽
§
§
。
零
§
§
§
旨
§
書
垂
旨

馨
家
畜
竜
の

㊨
　
は
　
か
　
り

仔
暇
の
間
は
簡
輩
に
目
方
を
計
番
こ
と

・
㎜
が
出
來
る
が
大
き
く
な
る
と
一
寸
簡
軍
に

　
㎜
計
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
．
。

　
　
　
豚
コ
レ
ラ
の
予
防
注
射
を
し
な
が
ら
豚

　
㎜
の
目
方
を
き
い
て
廻
る
。

新
㎜
各
自
の
目
測
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
同
じ

　
㎜
榛
な
大
き
さ
の
も
の
に
随
分
目
方
が
違
う

　
脚
の
．
に
気
が
つ
く
。

舘
㎜
且
方
が
ち
が
う
の
で
は
な
く
て
こ
れ
は

民

は
か
り
方
が
ち
が
う
か
ら
だ
。

は
か
り
方

小が
野た
島b

茂

と
言
っ
て
も
器
械
で
は
無
く
各
自
の
目
の

計
り
で
あ
る
。
よ
く
経
駒
を
つ
ん
だ
人
は

一
見
し
た
だ
け
で
生
体
量
を
判
断
す
る
こ

と
も
で
き
る
が
こ
れ
は
誰
に
で
も
出
未
る
，

わ
け
で
は
な
い
。

而
し
簡
軍
に
計
れ
な
い
こ
の
目
方
を
余
計

知
じ
た
く
な
る
も
の
だ
。

殊
に
豚
や
牛
の
肥
育
に
当
っ
て
は
こ
の
生

・
体
量
を
知
る
と
い
ケ
こ
と
は
非
常
に
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。

・
正
確
葎
重
を
智
に
は
や
濤
歪

公
一“”5■●061巳●050””6●■闘”層

随、

想
　　　　穐

市

川

代松昭和25年（1950年）8月㈲

ミ
ミ

牧
人

さ
い
の
河
原

今
年
は
．
片
日
和
で
六
畝
と
い
う
乃
公
の
水

田
を
串
分
乾
し
て
し
ま
つ
た
。
．

や
っ
と
雨
が
き
た
と
喜
ん
だ
ら
幾
日
も
幾

日
も
綾
い
て
蒔
い
た
種
を
す
ウ
か
り
腐
ら

し
た
。

豆
を
蒔
け
ば
山
鳩
が
お
先
き
に
失
敬
し
、

芽
を
出
せ
ば
兎
が
遅
し
と
待
ち
構
え
て
い

る
。
百
姓
も
ま
、
に
は
な
ら
の
ゆ

史
記
と
い
う
本
の
中
に
、

　
孔
子
及
長
爲
委
吏
料
量
李
。

　
　
　
　

　
又
爲
司
職
吏
荘
長
蕃
生
。

と
い
う
交
句
が
あ
る
。

委
吏
と
い
う
の
は
お
倉
の
番
人
、
『
司
職
と

．
糺
・
ξ
…
蹉
多
…
§
…
…
…
§
暮
．
…
…
…
…
§
ヨ
…
…
墨
i
垂
ξ
ー
ー
ー
…
…
§
肇
…
…
…
峯
…
．
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
軸
…
…
…
…
…
。
…

か
け
て
み
る
ζ
ど
だ
。
而
し
こ
の
衝
器
は

村
に
も
一
つ
し
か
な
い
し
、
ヌ
こ
れ
を
運

豚
に
至
つ
て
は
衝
器
で
計
る
に
も
豚
を
渾

搬
す
る
こ
と
が
す
で
に
す
こ
ぷ
る
厄
介
で

あ
る
◎

そ
こ
で
誰
に
も
癒
用
出
慕
畜
簡
易
灘
定
法

と
い
う
の
が
生
れ
ズ
來
乃
。
一

先
づ
豚
に
つ
い
て
憎
、
虜
二
の
方
法
を
あ
げ

る
と
次
砂
題
り
で
あ
る
。

け
禽
湘
（
知
）
×
墨
囲
（
湘
）
×
悼
除
壽
興
聯
）

　
体
長
は
術
耳
⑫
中
央
か
ぢ
尾
根
ま
で
計
｝

　
る
。
・
ご
の
方
法
嫉
成
豚
の
場
合
に
獄
や
’

　
、
鞍
少
の
傾
向
が
あ
る

㈲
喜
海
×
路
囲
X
（
調
景
又
い
）
n
壽
囲

　
　
　
　
　
－
じ
董

一
搬
す
る
こ
之
も
出
來
な
い
。

｛
ミ
乏
，

い
う
の
は
牧
場
の
．
番
人
だ
。

米
を
量
る
役
人
と
な
っ
て
は
桝
目
が
一
合

も
五
勺
も
狂
わ
な
か
っ
た
近
頃
の
何
と
か

公
團
の
牧
賄
や
横
領
を
耳
に
す
る
毎
に
今

更
の
戚
が
深
い
。

牧
場
の
番
人
と
な
つ
て
は
牛
や
豚
が
九
々

肥
え
た
と
あ
る
。

乃
公
は
教
育
者
生
活
四
十
年
、
途
に
田
舎

廻
り
の
馬
の
脚
で
終
り
、
百
姓
に
な
つ
た

ら
兎
公
や
山
鳩
の
な
ぶ
り
も
の
に
逢
う
。

さ
て
さ
て
孔
夫
子
と
は
あ
ま
り
に
け
た
が

違
う
。

山
か
ら
蹄
つ
て
宗
予
を
眞
似
、
ゴ
・
リ
と

横
に
な
つ
て
書
架
か
ら
手
あ
た
り
次
第
に

古
本
を
引
つ
ぱ
り
お
ろ
す
と
徳
富
芦
花
の

『
み
み
づ
の
た
は
ご
と
』
が
手
に
さ
わ
っ

た
σ
読
む
と
適
な
く
頁
を
繰
る
と
地
藏
尊

が
出
た
。

　
　
　
　
　
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
．
，
9
0
「
働
り
り
じ
●
■
．
甲
，
鴨
し
”
　
■
，
、
◎
聯
∂
鴨
甲
■
●
9
●
●
■
聖
曝

こ
の
世
は
奏
の
河
原
で
あ
る
。
、

大
御
親
⑳
膝
下
が
ら
雌
世
覧
や
ら
耽
る
F

　
一
切
衆
生
ほ
皆
ざ
瞬
φ
河
鳳
の
子
供
で

あ
る
ピ
身
ミ
ツ
ト
を
積
み
万
里
の
長
城

を
築
く
の
が
属
ラ
イ
で
も
無
帆
。

村
の
卯
之
吉
が
癖
愛
蒔
て
夢
が
夢
マ
フ

ヌ
で
画
無
い
ρ

、
窃
の
仕
事
腰
皆
努
ガ
で
あ
鳶
．

」
、
切
の
経
営
は
誓
遊
び
ぐ
あ
る
コ

而
し
て
瀬
れ
ら
が
折
角
骨
折
か
て
小
石

を
積
み
上
げ
乃
と
無
懲
蘇
の
鬼
め
が
來
・

て
只
一
棒
に
打
崩
ず
博

ナ
ボ
レ
す
が
雄
鼠
を
築
ぐ
と
争
－

．
タ
・
－
が
打
崩
塊

人
間
が
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
を
造
つ
て
誇
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

顔
に
乗
妙
爵
す
乏
氷
山
が
來
て
微
塵
に

す
る
。
，

、
勘
朴
が
小
麦
を
蒔
い
て
今
年
は
豊
年
だ

τ
鷺
で
い
る
と
電
蔭
ぞ
＋
分
週

次
に
牛
に
つ
い
て
は
r

ω
飛
す
上
（
完
肥
）

　
　
壽
副
X
播
圏
×
ρ
竃
（
岡
劔
ρ
竃
）

　
　
H
壽
圖
．

◎
普
通
上
（
八
分
肥
以
上
）

喜
訓
X
謬
囲
×
ρ
鋒
（
國
舗
q
q
）
n
薯
圓
マ

◎
普
通
又
は
中
上
（
六
、
七
分
肥
）

禽
副
×
謎
囲
×
9
呂
（
剛
柵
ρ
鳶
）
“
禽
矧
崩

　
朝
鮮
牛
は
こ
肛
よ
り
三
分
を
差
引
く

側
一
般
な
も
の
に
央
の
よ
う
な
方
法
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
鋳
團
コ
×
禽
馴
×
ρ
oo
“
壽
鋤
　
　
　
　
、

⑥
最
も
簡
軍
な
方
法
と
し
て
は
隔

㍗
胸
囲
六
尺
の
も
の
は
普
通
体
重
一
一
｝

養
か
ら
三
。
夢
葦
と
し
t

　
　
　
　
　
　
　
　
　
≧

　
胸
囲
哺
寸
を
埆
減
す
る
毎
に
体
重
四
．

・
貫
を
増
減
す
る

此
の
様
な
方
法
で
測
定
す
届
場
合
に
特

に
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ

と
は
家
畜
の
姿
勢
を
正
し
イ
し
て
お
い

て
測
る
と
い
う
こ
と
と
、
測
る
場
所
を

間
違
わ
の
よ
う
艦
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

●
　
　
．

40φ●O

、
齢

％
　
9

’
G
●

●

．
『
●

に
打
散
ら
す
。
、

蝶
よ
花
よ
と
育
て
た
愛
子
が
堕
落
書
生

の
餌
に
な
る
。

・
身
代
葱
注
ぎ
こ
ん
だ
出
來
の
好
い
息
子

が
大
学
卒
業
間
際
に
肺
病
で
死
ん
で
し

　
ま
う
o

人
柱
を
人
れ
た
堤
防
が
嫡
夜
に
崩
れ
る

　
　
　
　
　
サ

右
を
み
て
も
左
を
み
て
も
さ
い
の
河
原

は
小
石
の
山
を
鬼
に
崩
さ
れ
て
泣
い
て

い
る
子
供
ば
か
り
だ
。
．

鬼
に
い
ぢ
め
ら
れ
て
自
ら
鬼
に
な
り
他

・
の
小
供
の
積
む
石
を
崩
し
て
歩
く
も
少
，

く
な
い
。

さ
い
の
河
原
は
乱
脈
で
あ
る
。

も
し
此
際
慈
悲
柔
和
に
こ
く
し
た
地

藏
檬
が
出
て
來
て
慰
め
て
下
さ
ら
す
は

審
δ
河
原
は
実
に
情
無
い
住
み
憂
い
場

所
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　
　
　
　
◇

、
全
く
そ
の
通
り
だ
。
・

　
古
今
集
の
雑
の
歌
の
下
に
出
て
ぴ
る
、

　
凡
河
内
射
恒
の
作
に

　
◎
世
を
す
て
、
山
に
入
も
人
山
に
て
も

　
　
　
　
な
ほ
憂
き
時
は
何
地
行
く
ら
む

　
と
い
う
の
が
あ
る
が
乃
公
も
町
生
活
川

　
十
年
、
や
つ
と
山
へ
引
込
ん
だ
と
思
つ

　
た
ら
兎
や
山
鳩
に
い
ぢ
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
次
は
ど
こ
へ
入
れ
ば
よ
い
の
か
。
－
．

・
加
賀
の
千
代
は

　
◎
来
て
み
れ
ば
山
に
は
山
の
暑
さ
か
な

　
と
歌
っ
た
が
世
の
中
は
そ
ん
な
も
の
か

　
知
ら
ん
。
人
は
心
の
中
に
地
藏
奪
を
打

　
ち
立
て
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
悟
り
も
そ
れ
だ
。

諦
め
も
そ
れ
だ
。

　
自
己
を
深
く
ほ
り
さ
げ
る
時
に
何
か
を

　
堀
り
あ
て
る
こ
と
が
あ
ろ
｝
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
、
七
）

一

3
g
”
1
矛
罷
。
1
8
毒
垂
鑑
卿
3
『
多
『
乳
麓
・
蓄
‘
．
｝
零
露
婁
8
器
3
b
書
，
3
5
3
畢
●
ヨ
ヨ
3
3
3
8
傷
留
g
，
3
…
9
5
8
2
産
g
3
，
3
蓄
9
墓
崔
3
．
薯
8
5
3
讐
3
盤
ロ
3
9
6
置
き
璽
0
3
毒
‘
，
…
8
．
3
■
零
8
8
3
2
2
9
‘
謬
。
3
3
．
3
3
●
胃
g
露
…
3
垂
5
3
3
■
8
2
婁
8
3
冨
2
實
8
3
．
竃
8
3
冒
董
亀
3
3
”
8
冨
3
3
3
曜
3
3
畠
3
一
蓄
3
。
3
・
峯
3
5
9
零
尋
3
置
5
”
量
8
3
艦

㎜．㎜脚脚㈲一欄…一一一一馴剛


